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平
成
15
年
９
月
25
日
付
け
で
、
次

の
と
お
り
議
席
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

る
な
ど
、中
小
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
若

手
・
高
齢
者
・
女
性
起
業
家
の
起
業
・

経
営
に
必
要
な
資
金
調
達
環
境
は
一

層
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、民
間
金
融
機
関
が

敬
遠
し
が
ち
な
こ
れ
ら
の
起
業
家
に

対
し
、政
府
系
金
融
機
関
が
重
点
的
に

資
金
調
達
を
図
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
政
府
は
以
下
の
施
策
を

早
急
に
講
じ
る
と
と
も
に
、
制
度
の

拡
充
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

１．

効
果
的
な
規
制
改
革
を
行
い
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
性
を
図
る
と

と
も
に
、環
境
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
情
報
通
信
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
な
ど
21
世
紀
型
産
業
へ
の
重

点
投
資
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
を

５
０
０
万
人
創
出
す
る
こ
と
。

２．

資
源
循
環
型
社
会
を
推
進
し
、

エ
コ
産
業
の
市
場
規
模
を
拡
大
し

雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と
。

３．

中
小
企
業
と
各
種
大
学
等
の
技

術
・
特
許
を
生
か
し
た
、
産
・

学
・
官
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
る
こ
と
。

４．

政
府
系
金
融
機
関
及
び
民
間
金

融
機
関
な
ど
に
よ
る
新
た
な
創

業
・
起
業
へ
の
資
金
調
達
の
支
援

策
（
無
担
保
・
無
保
証
を
含
む
）

の
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

５．

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
や
継
続

雇
用
制
度
等
の
普
及
で
65
歳
ま
で

の
雇
用
の
確
保
及
び
正
社
員
と
パ

ー
ト
労
働
者
と
の
労
働
環
境
の
改

善
と
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
。

６．

若
年
者
の
失
業
率
を
半
減
さ
せ

る
施
策
を
関
係
省
庁
が
協
力
し
て

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

７．
「
土
地
担
保
主
義
」
を
転
換
し
、

技
術
力
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
な
ど

内
容
中
心
の
新
融
資
制
度
の
確
立

を
図
る
こ
と
。

８．

投
資
を
促
進
す
る
税
制
支
援
策

の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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▼
議
案
第
１
０
６
号
　
平
成
15
年
度

八
潮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）…
①
返
還
金
の

内
容
（
内
訳
）
に
つ
い
て
、
②
①
に

関
す
る
作
業
に
お
い
て
事
務
（
残
業

時
間
）
は
何
時
間
要
し
た
の
か
（
会

計
検
査
に
あ
た
る
資
料
づ
く
り
）。

▼
議
案
第
１
０
８
号
●
平
成
15
年
度

八
潮
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
…
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
（
適
正
化
に
つ
い
て
の
器
具
と

聞
い
て
い
る
が
）。

▼
議
案
１
１
０
号
●
八
潮
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
に
つ
い
て
…
①
第

４
条
（
市
の
責
務
）
３
で
財
政
上
の

措
置
に
つ
い
て
推
進
委
員
会
の
答
申

で
は
義
務
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
、
努
力
規
定
に
変
更
に
な
っ
た

理
由
。
①
第
15
条
・
第
17
条
中
そ
の

他
必
要
な
支
援
と
は
、
例
え
ば
ど
の

よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

②
第
22
条
、
苦
情
処
理
委
員
会
の
勧

告
の
実
行
性
は
ど
の
よ
う
に
担
保
さ

れ
る
の
か
。

▼
議
案
第
１
１
１
号
●
議
会
の
議
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
…
第
６
条
中
の
１
０
０
０
円
の

根
拠
に
つ
い
て
説
明
を
。

▼
議
案
１
１
２
号
●
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
…
今
回
の
改
正

に
あ
た
っ
て
報
酬
に
つ
い
て
は
、
議

論
は
な
か
っ
た
の
か
。

▼
議
案
第
１
１
４
号
●
八
潮
市
乳
幼

児
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
①

満
５
歳
か
ら
満
６
歳
に
引
き
上
げ
た

場
合
、
負
担
（
市
の
持
ち
出
し
部
分
）

の
見
込
み
額
は
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

新
た
な
雇
用
を
創
出
す

る
た
め
の
起
業
・
創
業

環
境
の
早
急
な
整
備
を

求
め
る
意
見
書
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長
引
く
不
況
の
中
で
、
厳
し
い
状

況
が
続
く
雇
用
情
勢
を
打
開
す
る
た

め
に
、
21
世
紀
型
新
産
業
を
中
心
に

新
た
な
雇
用
・
起
業
創
出
の
た
め
の

施
策
を
優
先
的
に
、
継
続
的
に
断
行

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
新
し
い
事
業
・
産
業

を
生
み
出
し
、
経
済
に
活
力
を
も
た

ら
し
、
雇
用
を
創
出
す
る
原
動
力
と

な
る
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対

し
て
の
起
業
や
創
業
を
し
や
す
い
社

会
環
境
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
が

急
務
で
あ
り
、
新
た
に
事
業
を
開
始

し
よ
う
と
す
る
個
人
や
中
小
企
業
等

に
対
し
て
の
幅
広
い
支
援
、
ま
た
中

小
企
業
者
の
新
技
術
や
ア
イ
デ
ア
に

着
目
し
た
事
業
活
動
に
対
す
る
継
続

的
支
援
、
さ
ら
に
地
域
雇
用
に
直
結

す
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事

業
創
出
環
境
の
整
備
等
を
図
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
年
層
と
中
高
年
層
の

雇
用
改
善
も
大
き
な
課
題
と
な
る
一

方
で
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
社
会
の

到
来
を
目
前
に
し
て
、
我
が
国
の
経

済
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
若
年
層
や
高
齢
層
の

雇
用
開
拓
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、若
手
・
高
齢
者
・
女
性
起
業

家
に
よ
る
新
規
事
業
の
創
出
基
盤
を

整
備
す
る
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、一
般
的
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
等
は
信
用
力
や
担
保
力
が
不
足

し
が
ち
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、近
年
の

景
気
低
迷
に
よ
り
民
間
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
等
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い

平
成
15
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、

次
の
７
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
議
案
１
０
５
号
　
平
成
15
年
度
八

潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

…
①
市
営
住
宅
の
修
繕
料
に
つ
い
て
、

詳
し
い
内
容
（
工
事
）
に
つ
い
て
。

債
務
負
担
行
為
補
正
の
う
ち
広
報
や

し
お
印
刷
業
務
委
託
料
で
来
年
度
か

ら
月
１
回
発
行
に
変
更
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
。
債
務
負
担
行
為
補
正
の
変
更
の

う
ち
自
動
車
借
上
料
２
０
９
４
万
１

千
円
の
減
額
に
な
っ
た
理
由
。
八
潮

南
部
中
央
地
区
電
線
共
同
溝
建
設
負

担
金
に
つ
い
て
、
①
本
事
業
の
総
事

業
費
及
び
同
負
担
金
の
負
担
割
合
と

そ
の
合
計
額
。
②
事
業
計
画
の
資
金

計
画
の
ど
の
項
に
対
応
す
る
工
事
の

負
担
金
か
。
子
ど
も
週
末
活
動
支
援

事
業
に
つ
い
て
　
県
委
託
金
の
確
定

に
よ
る
減
額
と
い
う
事
で
す
が
、
事

業
と
の
関
連
に
つ
い
て
。

記

質
　
　
疑


